
 27年次／1年分  

見附市立西中学校 実践報告書【学校報告用】 

(１)事業名 

※事業名称がある場合 

 見附市立西中学校 ふるさと新潟防災教育推進事業 

 

(２)実践報告  

実践内容及び児童生徒の

様子 
○地震を想定した避難訓練の後、東日本大震災の際に自らで命を守 

った人々に関するビデオを全校で視聴した。 

〔生徒の様子〕 

 正確な情報を獲得し、適切な判断をすることが命を守り抜くために

はとても重要であることを多くの生徒が実感した。 

○火事を想定した避難訓練の後、消防署の方から火事の怖さや正し 

い避難方法（訓練の様子も踏まえて）、実践を交えた消火方法に 

ついてお話しいただいた。 

〔生徒の様子〕 

 消火練習に参加した生徒は消火器の扱いの難しさに気がついた。 

① また、多くの生徒が初期消火の大切さを理解した。 

成果と今後の課題 様々な災害の危険性を再確認するとともに、自らの命は自らで守 

らなければならないこと、守ることができることをこれまで以上に 

理解できたことは成果である。 

 ただし、今年度は防災教育と教科及び領域との関連性があまり明 

確でなかったため、生徒の意識を完全に高めることができなかった。 

来年度は総合学習を中心に、教科及び領域との関連性を明確にした 

計画を作成することで、生徒の防災に対する意識を高めていく予定 

である。 
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